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平成23年 (2011年 )12月

秋田県特別栽培農産物認証 庭
堪
議
越
７
■
琴

生
を
た

た
か
Ｌ

翁
褒
一鶴毒
鸞

会
鷹
爆
畿
慢
鉤

7キタコマ千
‐
は    |

今年も豊かに稔りました。
世紀の節目である西暦2000年 (平成12年 )、 私は

「伊勢神宮新嘗祭献穀田」を斉行する機会を与えて

いただきました。これを契機に、自然環境と食の安

全に|よ特別の関心を払う米づくりに目覚め、これま

でにも増して努力しながら◇日に至つております。

ここで初めて「内城菌」に出会いました8画期的

なパウニを発揮するこの菌は、従来厄介者として

扱われてきた食物、魚肉、野菜等から出る生ゴミ

を、有機肥料としてリサイクルしまするこれに

よって土壌は生まれ変わりt植物|ま栄養分を吸収

し易く、ここに有機肥料による「内城菌農法」が可

能となります。私のこだわaよ、この月E料を使つ

て生産する有機米です。    |   |

「内城菌」の使用によるこのリサイクル農
私たちに食の安全と喜びを与えてくれますよt

からも「私のこだわり米」に取り組み(豊かな大

市の大地を後世に引き継いでまいります。 (内城菌の散布)

佐藤 ‐久男

ご注文Fax番号⇒ 0187-62-5614

ご住所⇒ 〒

お名前⇒

電 話⇒

* いずれも送料は当方で負担します。数量に限りがありますので品切れの際はご容赦願います。

〒014¨ 0103秋田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産。販売者 佐藤 久男

電婚舌0187(66)1702   Fax01 8 7(62)5614

特別栽培こだわり米 5 kg袋 10贈袋 30 kg4撻

①減農薬 化学肥料不使用
(内城菌有機肥料のみ散布土壌 )

3,000円

(   個)

5,000円

(   イ固)

13,000円

(   個)

②減農薬 化学肥料40%使用
(内城菌有機肥料十化学肥料散布土壌)

2,300円

(   個)

3,800円

(   個)

10,000円

(   個)

ご注文合計数 ( 個 ) ( イ固) 個 )(
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『ふるさと大曲』第12号

※
大
仙
市
広
報

「だ
い
せ
ん
日
和
」
よ
り

◇
花
火
大
会
前
の

一
週
間

大
由
の
花
火
ウ
ィ
ー
ク
賑
う
！

８
月
２７
日
の

ク大
曲
の
花
火
″
を
前
に
し

た
８
月
２‐
日
か
ら
２７
日
ま
で
の
７
日
間
、
「大

曲
の
花
火
ウ
イ
ー
ク
」
が
賑
や
か
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
曲
の
花
火
見
物

に
訪
れ
た
観
光
客
に
、
大
曲
と
秋
田
の
魅
力

を
披
露
し
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
花
火
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員
会
が
企
画
し
て

今
回
か
ら
実
施
し
た
も
の
。
駅
前
か
ら
続
く

花
火
通
り
商
店
街
と
丸
子
橋
特
設
会
場
が
そ

の
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア
と
な
り
、
「光
・食
生
里

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
の
お
も
て
な
し

と
し
て
大
好
評
で
し
た
。

◇
増
え
て
い
る
ぞ
高
齢
者
被
害

大
仙
市
で
も
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
悪
徳

商
法
が
後
を
絶
た
な
い
よ
う
で
す
。

「
私
は
大
丈
夫
」
と
思

っ
て
い
て
も
、
相
手

は

「
だ
ま
し
の
プ
ロ
」
コ
百
葉
巧
み
に
高
齢

者
の
不
安
を
あ
お
り
、
狙

っ
た
人
の
心
理
に

つ
け
こ
ん
で
き
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
に
は
、

普
段
か
ら
の
注
意
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
も

手
口
を
知

っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

手
ロ
ー
　
家
庭
訪
問
販
売

手
口
２
　
電
話
勧
誘
販
売

手
口
３
　
次
々
販
売

（
一
人
の
消
費
者
に
、

次
か
ら
次

へ
と
契
約
さ
せ
る
）

手
口
４
　
販
売
目
的
を
隠
す

（「
ア
ン
ケ
ー

ト
に
協
力
を
」
な
ど
）

手
口
５
　
催
眠
方
法

（閉
め
切

っ
た
会
場
に

集
め
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
よ
う
に

さ
せ
高
額
商
品
を
売
る
）

手
口
６
　
か
た
り
商
法

（消
防
署
員
な
ど
の

ふ
り
を
し
て
売
り

つ
け
る
）

◆
大
仙
市
の
教
育
を
テ
ー
マ
に

三
浦
教
育
長
東
京
で
講
演
会

文
科
省
が
実
施
す
る
学
力
調
査
で
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
秋
田
県
の
教
育
は
全
国
で
ト
ッ

「
「
Ｊ
プ
ク
ラ
ス
。
そ
れ
は
学
校
、
家
庭
、
地

下
■
二
域
社
会
の
、
行
政
と
の
協
力
関
係
が
う

丁■
三
教
育
大
学
院
大
学
。
お
問
合
せ
は
、

一
●
Ｌ
０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
８
ま
で
。

■
ふ
る
さ
と
の
昔

つ
こ

長
沢
の
地
蔵
さ
ん
物
語

〈
羽
ば
た
く
若
者
た
ち
〉

津
軽
三
味
線
で
大
成
を
め
ざ
す
　
畠

　
山

大
曲
の
話
題
　
３
　
　

かゝ
る
さ
と
納
税
　
１３

文
　
平
野
栄
司

切
り
絵
　
塩
谷
良
二

一
　

）拝

さ

ん

編

集

後

記

　

２５

首
都
圏
大
曲
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

曲

』

第
１２
号

目

　

次

ロ
カ
メ
ラ
片
手
に
　
の
～
ん
び
り

　
ゆ

つ
く
り

冬
が
近
づ
く
大
曲
周
辺
を
歩
く
　
　
撮
影
　
藤
田
征
二

□
感
動
を
呼
ん
だ

「
大
曲
の
花
火
」
被
災
者
招
待
、
辛
か
っ
た
思
い
も
星
の
彼
方
ヘ

２
案
内
）
第
３
回
　
東
京
で

「大
曲
の
花
火
」
を
観
る
会

一　
　
・
　

・　
●
　
‐１２

０
開
催
日
　
平
成
２４
年
２
月
１９
日

（日
）
　

○
会
場
　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（私
学
会
館
）

■
第
２
回
　
四
ツ
屋
ま
つ
り

生
涯
学
習
の
成
果
発
表

14

大
曲
の
納
豆
汁
・　
台
湾
で
大
好
評

大
山
商
Ｉ
会
議
所
青
年
部
の
一意
欲
的
活
動

◆
六
倍
市
ヽ
の
進
出
●
筆

【訪
間
シ
リ
ト
ズ
②
∵
．　
　
・・　
　
　
　
　
　
一　
　
一

ナ
ガ
イ
白
衣
工
業
株
式
会
社

医
療
。″
護
用
自
た
製
と
の
大
手
企
業
　
．　
一

1620

〈会
員
の
ひ
ろ
ば
〉

俳
旬
　
朱
華
　
　
仲
間
を
訪
ね
て
　
「東
京
海
峡
」
作
詞
の
佐
藤
重
光
さ
ん
　
２６

カ
メ
ラ
紀
行

（晩
秋
　
吹
割
の
滝
を
行
く
）
斉
藤
貞
助
　
２７

2419

平
成
２３
年
度
　
首
都
圏
大
曲
会
総
会
兼
懇
親
パ
ー
テ
イ

■
参
加
者
百
五
十
名
を
超
す
盛
況
い
帝
国
ホ
テ
ル
に
大
曲
の
熱
気
あ
ふ
れ
て
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平成23年 (2011年 )12月

撮影 藤 田 征 一

(大仙市大曲丸の内町在住)

刈
入
れ
が
す
み
広
々
と
し
た
田
圃
の
向
こ
う
に
西
山
が
近
い

の
～
ん
び
り

ゆ
っ
く
り

近
づ
く

周
辺
に
は
ヽ
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
形
が
あ
り
色
が

音
や
香
り
を
感
じ
ま
す
。
『
ふ
る
さ
と
大
曲
』

さヽ
る
み
な
さ
ん
は
、
大
曲
に
ど
ん
な
匂

い
、

感
じ
ま
す
か
。
今
月
号
で
も
、
毎
回
大
曲
の

最
近
の
町
の
様
子
を
写
真
に
し
て
届
け
て
く

一
さ
ん

（大
仙
市
大
曲
丸

の
内
在
住
）
に
、

周
辺
を
カ
メ
ラ
片
手
に
歩

い
て
頂
き
ま
し
た
。

穂が揺れる

演 丸
奏 子
を 川
待 タ
つ や
/」 けヽ
学 音
生 楽
た 祭
ち で

雄
物
川
河
畔
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
は

秋
空
の
下
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
た
ち
が

元
気
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
た

丸
子
川
夕
や
け
音
楽
祭
で
は

威
勢
の
よ
い
太
鼓
も
鳴
り
響
い
た

稲を干す稲架も今では珍しい(泉BI 平安閣付近で)
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『ふるさと大曲』第12号

大農祭の傾装行ダ覇が通り過ぎて
行くと 大曲の秋たけなわとなる

大曲界隈は春夏秋冬それぞれ趣きを変え、そこに住む人々に

潤いや刺激を与えてくれます。各高校の学校祭も市民が楽しみ

にするイベントの一つ。冬を前に、町には楽しさが溢れています。

■ |||■|■1    嗅 |

グランドパレス川端 プ:ガ化92ぅス『フォレスト』

山 の 手 ホ テ ル 葬祭千の川|『顕 彰 庵』

フオーシーズ ン 肇千の川『沙  羅』

川
面
を
渡
っ
て
く
る
風
に
土
手
の
ス
ス
キ
が
白
い
穂
を
揺
ら
し
て
い
た

大
農
祭
　
賑
や
か
に
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
っ
た

豚
く
ん
　
お
や
ト
ン
カ
ツ
の
材
料
？

（大
農
祭
の
仮
装
行
列
か
ら
）

雄物IIIの土手に

銀色にススキの

Jr大 曲商工会議所
会頭 佐々木 繁治

〒014-0016 秋田県大仙市若竹町33番 7号
TEL 0187-62-1262 FAX 0187-62-1265
URL http://www.obako.or.jp/kaigaishO/

大
曲
な
か
よ
し
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

坊
や
は

一
人
だ
け
で
逆
行
で
す
か

深まる秋 色づく柿の実(農業科学館果樹園で)
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-6-

購

摯
〓

一〓一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一凸一一一一一一一一一一一一

乾
杯
の
発
声
を
す
る
賢
木
大
曲
商
工
会
議
所
副
会
頭

歓
迎
の
挨
拶
を
す
る

大
釜
茂
障
首
都
圏
大
曲
会
会
長

彊
請
箸
を
超
す
盛
況

帝
国
ホ
デ
ル
に
大
曲
の
熱
気
あ
ふ
れ
て

さ
と
と
す
る
首
都
圏
在
住
者
が
集
う
首
都
圏
大
曲
会
。

十

一
時
半
か
ら
帝
国
ホ
テ
ル

「光
の
間
」
で
恒
例
の

催
し
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
懐
か
し

い
と
な
り
ま
し
た
。
三
月
の
大
き
な
災
害
に
胸
を
痛

答
を
開
い
て
同
郷
の
仲
間
と
の
交
歓
を
楽
し
み
ま
し
た
。

百
五
十
名
も
の
参
加
、

地
元
か
ら
栗
林
市
長
な
ど

平
成
二
十
三
年
度

の
総
会
兼
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
は
百
五
十
名
の
参
加
で
大

変
盛
況
で
し
た
。
地
元
大
仙
市
か
ら
は

栗
林
市
長
、
児
玉
市
議
会
議
長
、
賢
木

大
山
商
工
会
議
所
副
会
頭
を
は
じ
め
大

曲
地
区
選
出
の
市
議
会
議
員
や
市
役
所

各
関
係
部
署
職
員
な
ど
が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
多
数
の
参
加
が
見
込
ま
れ

た
こ
と
か
ら
開
催
準
備
は
朝
か
ら
大
忙

し
。
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や

ふ
る
さ
と
納
税
の
説
明
ブ
ー
ス
設
置
、

来
場
者
受
付
、
お
土
産
袋
の
作
成
、
お

祝辞を述べる栗林次美大仙市長

監査報告をする大川、小松監事

盛会を祝う児玉大仙市議会 (当 時)議長

URL httpi/ク /www nyuto onsenkyo com

黒 湯 ,

〒014120 1仙北市田沢湖

秘境温泉 神秘の

自然の恵みに包まれ、満



『ふるさと大曲』第 12号

平成23～ 24年度の幹事紹介(受付業務などで一部幹事のみ紹介)

総合司会担当の大友副会長(右)と、

来賓「妙乃湯」の女将佐藤京子さん

美
人
さ
ん
と
並
び
大
い
に

照
れ
る
の
も
ふ
る
さ
と
会

楽
し
み
抽
選
の
景
品
仕
分
け
な
ど
フ
ル

回
転
で
し
た
。

総
会
が
始
ま
る
前
の
午
前
Ｈ
時
か
ら

は
、
総
会
の
恒
例
と
な

っ
た
大
曲
の
花

火

の
映
像
が
、
今
年
も
華

や
か
に
流

れ
ま
し
た
。
昨
年
は

「
大
山

の
花
火

１
０
０
年
」
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に

あ
た
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
打
ち

あ
げ
ら
れ
る
花
火
は
ど
の
作
品
と
も
に

力
の
こ
も

っ
た
も
の
ば
か
り
。
開
会
前

の
慌
し

い
雰
囲
気

の
中
に
あ
り
な
が

ら
、
し
ば
し
昨
年

の
大
会
の
感
動
に
耽

る
人
、
初
め
て
見
る
人
は
そ
の
迫
力
に

目
を
見
張
り
、
世
界
に
誇
る
大
山
の
花

火
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
心
も
軽
や
か

に
総
会

の
雰
囲
気

へ
と
入

っ
て
い
き
ま

し
た
。

大
震
災
被
災
者
に

黙
祷
を
捧
げ
て
開
始

三
月
十

一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
が
、
日
本
列
島
を
未
曾
有
の
悲
劇

に
陥
れ
た
こ
と
は
今
更
説
明
す
る
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
東
北
地
方
に
あ

り
な
が
ら
、
秋
田
県
は
大
き
な
災
害
か

ら
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
心
無

い
他
地
区
に
お
け
る
風
評
被

害
は
、
秋
田
県
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響

が
あ
り
、
特
に
温
泉
地
を
は
じ
め
観
光

地
は
被
災
地
と
同
じ
よ
う
な
影
響
を
受

け
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
被

害
に
対
し
て
は
心
か
ら
同
情
し
、
出
来

る
限
り
の
支
援
を
続
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
政
府
の
動

き
に
い
ら

つ
き
な
が
ら
も
、
た
く
ま
し

く
立
ち
上
が
り
行
動
を
取
る
人
々
に
拍

手
を
送
り
、
支
援
に
立
ち
あ
が

っ
た
も

の
で
す
。
自
宅
が
崩
壊
あ
る
い
は
津
波

で
流
失
し
た
人
々
を
思

い
、
ま
た
犠
牲

ステージに拍手を送る幹事のみなさん

栗林市長を囲んで

幼91染がそろつて

大 曲 が ふ る さ と 大曲大好きな顔 0顔・顔

グラスの中身はアルコールですか?

おしゃべりの話題はつきず
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に
な
り
命
を
な
く
し
た
人
々
に
た
い
し

て
、
総
会
の
開
会
を
前
に
参
加
者
全
員

で
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
捧
げ
黙
祷
を

し
ま
し
た
。

十

一
時
三
十
分
、
総
会
は
大
友
副
会

長
の
司
会
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
首
都
圏
大
曲
会
大
釜

会
長
は
、
「
遠
く
離
れ
て
暮
ら
し
て
い

て
も
、
ふ
る
さ
と
の
発
展
を
願
わ
な
い

人
は
い
な
い
。
ふ
る
さ
と
を
大
事
に
す

る
心
、
ふ
る
さ
と
に
感
謝
す
る
心
、
そ

の
た
め
の
行
動
は
尊
い
。
交
通
機
関

・

情
報
手
段
が
発
達
し
た
現
在
、
首
都

圏
に
暮
ら
す
私
た
ち
と
大
仙
市
と
の
距

離
は
今
や
な
い
に
等
し
い
の
で
す
。
私

た
ち
首
都
圏
に
住
む
人
も
大
曲
に
住
む

人
々
と

一
緒
に
歩
み
、
共
に
考
え
、
行

動
す
る
工
夫
、
お
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
い
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
尽
す
こ
と
が

が
大
切
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

次
い
で
昨
年
度
の
活
動
並
び
に
会
計

報
告
が
な
さ
れ
、
大
川
監
査
よ
り
監
査

報
告
が
あ
り
、
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

引
き
続
き
本
年
度
の
活
動
計
画
並
び

に
予
算
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
も
全
員

一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次

い
で
今
年
は
、
新
幹
事
選
出
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。
発
表
さ
れ
た
新
幹
事

を
、
参
加
者
全
員
の
拍
手
で
承
認
。
そ

の
後
幹
事

一
人
ひ
と
り
を
ス
テ
ー
ジ
上

で
紹
介
し
、
滞
り
な
く
総
会
を
終
え
ま

し
た
。

日
本
中
を
元
気
に
す
る

大
曲
の
花
火

続

い
て
来
賓
を
代
表
し
て
大
仙
市
栗

日
本
民
謡
の
千
葉
と
し
子
さ
ん

今
回
は
洋
装
で
の
出
演
で
し
た

林
市
長
、
児
玉
市
議
会
議
長
か
ら
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
仙
市
総

合
政
策
課
副
主
幹
の
高
橋
正
人
さ
ん
が

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
説
明
を
し
、
協

力
を
求
め
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

で
大
仙
市
は
、

秋
田
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績

を
あ
げ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

は
そ
の
ま
ま
大
仙
市
出
身
で
県
外
在
住

者
の
、
古
里

へ
の
思
い
入
れ
の
強
さ
を

物
語

っ
て
い
ま
す
。

乾
杯
の
発
声
は
大
山
商
工
会
議
所
副

会
頭
の
賢
木
新
悦
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
賢
木
副
会
頭
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大

曲
花
火
倶
楽
部
会
長
の
立

場
か
ら
も
、
今
年
第
８５
回

大
会

の
紹
介
も
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
が
ん
ば

ろ
う
―
大
仙

が
ん
ば
ろ
う
―
東
北
―
」

「
が
ん
ば
ろ
う
―
日
本
―
」

と
、
大
曲

の
花
火
で
東
北

は
勿
論
、
日
本
を
元
気
に

さ
せ
よ
う
と

い
う
壮
大
な

意
気
で
開
催
す
る

「全
国
花
火
競
技
大

会
」
で
あ
る
と
、
声
二局
ら
か
に
宣
伝
し

て
く
だ
さ

つ
た
も
の
で
す
。

今
年
の
総
会
に
は
大
勢
の
特
別
来
賓

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

順
不
同
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

会
報

『ふ
る
さ
と
大
曲
』
で
も
記
事

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
ま
た
広
告
で
も

お
馴
染
み
の
、
妙
乃
湯
、
都
わ
す
れ
の

佐
藤
京
子
女
将
や
黒
湯
温
泉
の
池
田
泰

久
社
長
、
『
ふ
る
さ
と
大
曲
』
に
は
広

告
出
稿
で
常
連
で
あ
り
、
総
会
や
２
月

の
花
火
を
観
る
会
で
も

「私
の
こ
だ
わ

り
米
ア
キ
タ
コ
マ
チ
」
を
提
供
し
て
く

だ
さ
る
大
仙
市
高
関
の
佐
藤
久
男
さ
ん

ご
夫
妻
な
ど
。
ま
た
姫
神
温
泉
ス
パ
西

遊
喜
専
務
も
大
曲
西
根
か
ら
初
め
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
と

も
に
大
仙
市
の
各
ふ
る
さ
と
会
の
代
表

も
大
勢
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
か
ら

「
ア
キ
タ
コ

マ
チ
花
火
米
」
、
秋
田
民
報
社
か
ら
最

新
号
の

「秋
田
民
報
」
「虎
落
笛
」
「絵

葉
書
」
を
そ
れ
ぞ
れ
参
加
者
全
員
に
ご

寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

大
好
評
！

一家
華
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

久
し
ぶ
り
に
会
う
人
、
い
つ
も
の
飲

み
仲
間
、
学
年
が
同
じ
、
学
校
が
同
じ
、

い
ろ
い
ろ
な
境
遇
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が

懐
か
し
み
、
楽
し
む
の
が
ふ
る
さ
と
会
。

話
が
弾
め
ば
酒
も
進
む
。
日
本
酒
は
今

年
も
大
山
商
工
会
議
所
か
ら
心
づ
く
し

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
そ
れ
に
首
都
圏
大
曲

会
で
も
用
意
し
て
ド
リ
ン
ク
類
は
た

っ

ぷ
り
。
今
回
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
大
好
評
で
し
た
。

民
謡
の
千
葉
と
し
子
さ
ん
を
ト

ッ
プ

大
曲
訛
り
と
賑
や
か
な
笑
い
が
飛
び
出
せ
ば
ホ
ン
モ
ノ
の
ふ
る
さ
と
会

高田洋子さんのフラダンスは

総会でおなじみのシ∃―

仲間が集つて
● ● ● ● ● ● ● 000● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

元
幹
事
の
棟
方
さ
ん
、
佐
々
木
さ
ん

市
役
所
の
み
な
さ
ん
と
こ
一
緒
に

同級生がそろつた感じです

久しぶりのこ対面ですか
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『ふるさと大曲』第 12号

福引き景品に自作の切り絵

を提供して紹介される塩谷

良二さん(司会 築地幹事)

ｒ
一″
一　
　
ｔ
一

=鰺歩
一

大曲を故郷に持つ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● oo● ● OC

バ
ッ
タ
ー
に
、
お
馴
染
み
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
高
田
洋
子
さ
ん
。
千
葉
さ
ん
の
民
謡

に
は
実
の
お
姉
さ
ん
林
ト
キ
ヱ
さ
ん
の

手
踊
り
が
特
別
に
加
わ
っ
て
花
を
添
え

ま
し
た
。

今
年
千
葉
さ
ん
は
、
千
葉
さ
ん
と
同

じ
四
ッ
屋
出
身
の
黒
皮
羽
生

（本
名
佐

藤
重
光
）
さ
ん
作
詞
の

「
人
生
模
様
」

を
熱
唱
。
同
じ
く
黒
皮
さ
ん
作
詞
の
「
お

お
ま
が
り
慕
情
」
を
歌
手
の
菊
池
幸
枝

さ
ん
が
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
楽
し
み
福
引
会
を
間
に
し
て
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
第
２
部
は
大
曲
出
身
、
浪

曲
で
活
躍
す
る
富
士
琴
美
さ
ん
の
音
曲

付
き
の
新
舞
踊
。
首
都
圏
大
曲
会
で
は

初
め
て
の
富
士
さ
ん
の
踊
り
で
し
た

だ
けど特一鵬脚鰤帥』御一大いに感

畑
　
続
い
て
こ
の
会
で
は
初
出
演
、
千

∝
葉
大
生
で
内
小
友
出
身
加
藤
結
香
さ

釧
　
ん
の
歌
。
若
さ
溢
れ
る
弾
け
る
ば
か

朽

り
の
歌
声
は
、
首
都
圏
大
曲
会
に
と

知
り
、
希
望
と
や
る
気
を
も
た
ら
し
て

翫
く
れ
ま
し
た
。

ナ一　
大
い
に
湧
い
た
福
引
抽
選
会

一距

　

地
元
企
業
や
商
店
か
ら
ご
協
力
を

駆
蜘鵬熱「薇鋤輛卸』酔は輸蔀劉

力強く新舞踊を披露する富士琴美さん

若さが弾んで加藤結花さん

-9-

小
松
美
智
子
幹
事
の
名
コ
ン
ビ
で
軽
快

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
た
り
く

じ
は
全
部
で
４５
本
の
豪
華
版
。

主
と
し
て
地
元
名
産
品
が
景
品
と

な

っ
て
い
ま
す
か
ら
み
ん
な
期
待
を
膨

ら
ま
せ
、
当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
度

に
大
き
な
歓
声
と
ど
よ
め
き
と
と
も
に

大
喜
び
。
そ
の
他
に
も
景
品
は
、
帝
国

ホ
テ
ル
の
食
事
券
、
黒
湯
や
妙
乃
湯
、

都
わ
す
れ
の
宿
泊
券
な
ど
超
目
玉
も
混

じ

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
抽
選
が
進
む
う

ち
に
興
奮
も
頂
点
に
達
し
ま
す
。
こ
の

興
奮
も
、
抽
選
が
終
わ
る
と
も
う
み
ん

な
疲
れ
て
く
た
く
た
の
感
じ
で
し
た
。

今
年
も
大
曲
特
産
品
の
ブ
ー
ス
が
会

場
内
に
設
け
ら
れ
て
人
気
を
呼
び
ま
し

た
。
東
京
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
「え

ご
」
や
秋
田
の
漬
物
類
、
大
農
の
ジ
ャ

ム
や
ジ

ュ
ー
ス
も
持
ち
込
ま
れ
い
ず
れ

も
完
売
の
大
盛
況
で
し
た
。

総
会
の
締
め
は
、
首
都
圏
大
曲
会
鈴

木
繁
副
会
長
に
よ
る
名
残

の
挨
拶

で

す
。
今
年

の
盛
会
を
喜
び
、
「
来
年
は

八
月
四
日
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
帝
国
ホ

テ
ル
を
会
場
に
し
て
、
暑
気
払

い
を
兼

ね
た
総
会
に
す
る
」
と
し
て
、
元
気
に

ま
た
来
年
会

い
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か

け
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は

納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
を
兼
ね
て
盛
大
に
開

催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
か
ら
予
定
表
に

書
き
加
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。（大

釜
）

旬の秋田が高輪に。

京急本線品川駅 」R品川駅 高輪口 徒歩3分

東京都港区高輪4丁 目10-8
ウィング高輪WES丁―Ⅲ l階
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た 滋館

Dining&Shopping

Akita Bisalkan



平成23年 (2011年 )12月

感
動
呼
ん
だ
「大
曲
の
花
火
」

を
さ
い
な
み
、
東
北
地

方
に
住
む
人
だ
け
で
な

く
日
本
国
民
の
心
に
大

き
な
傷
を
与
え
た
。

私
た
ち
は

「絆
」
を

合
言
葉
に
心
を

一
つ
に

し
て
被
災
地
の
人
々
を

励
ま
し
、
各
自
出
来
る

限
り
の
支
援
を
し
な
が

ら
気
持
ち
を
寄
せ
合

っ

た
。
あ
れ
か
ら
ほ
ぼ
半

年

の
時
間
が
経
緯
し

「
大
曲

の
花
火
」
は
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
八

月
二
十
七
日
、
会
場
の

雄
物
川
河
川
敷

は
約

七
十
万
人
の
大
観
衆
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
昨
年

同
様
の

一
万
人
千
発
の

華
麗
な
花
火
が
夜
空
を

彩

っ
た
。

「絆
」を
〈
曇
言
葉

に
祈
り
の
大
会

今
年

の
テ
ー

マ
は

「
元
気
な
日
本
」
。
こ
れ

は
東
日
本
大
震
災
前
に

決
定
し
た
テ
ー
マ
と
い

う
が
、
あ
の
頃
遅
々
と

写真提供 :大仙市

70万人の祈り込め

70万人の大観衆を魅了した大会提供花火「奥州曙光」

茨城県の株式会社山崎煙火製造所提供作品

被災地の復興

真
夏
の
暑
さ
も
よ
う

や
く
和
ら
ぎ
始
め
る
八

月
も
後
半
。
稲
穂
が
わ

ず
か
に
黄
色
味
を
増
し

て
、
吹
い
て
く
る
風
は

ど
こ
と
な
く
秋
の
気
配

を
漂
わ
せ
る
。

各
地
の
夏
祭
り
も
ほ

ぼ
終
盤
に
近
づ
き
、
そ

の
ア
ン
カ
ー
役
を
務
め

る

「大
曲
の
花
火
」
が
、

大
仙
市
在
住
者
は
言
う

に
及
ば
ず
全
国
の
花
火

フ
ア
ン
を
熱
狂
さ
せ
る

季
節
が
や
っ
て
来
る
。

大
震
災
の
悲
し

み
乗
り
越
え
て

三
月
の
あ
の
忌
ま
わ

し

い
東

日
本
大
震
災

が
、
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
て
人
々
の
心

―-10-―



『ふるさと大曲』第12号

被
災
者
を
招
待

花
火
の
ス
ケ
ー
ル
に
圧
倒

じ
東
北
地
方
に
住
む
被

災
者
た
ち
を
大

い
に
元

気
づ
け
た
。

会
場
で
は
大
仙
市
が

岩
手
県
な
ど
か
ら
招
待

し
た
被
災
者
が
、
見
事

な
花
火
に
歓
声
を
あ
げ

て
い
た
。

「
地
震

で
助
か

っ
た

だ
け
で
も
幸
せ
と
思

っ

て
い
た
。
今
日
は

（話

し
て
進
ま
ぬ
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
興
を
祈

る
意
味
で
も
じ
つ
に
相

応
し
い
テ
ー
マ
で
、
同

に
聞
い
て
い
た
）
大
曲

の
花
火
を
観
る
こ
と
が

出
来
て
沢
山
の
元
気
を

も
ら

つ
た
」
と
話
す
人

も

い
て
、
「
大
仙
市

は

い
い
こ
と
を
し
て
い
る

な
」
と

つ
く
づ
く
思

っ

た
も

の
だ
。
こ
れ
が
お

互
い
に
支
え
合
う
東
北

人
特
有
の
温
か
い
人
情

と
感
性
と
い
う
も
の
だ

ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
大

会
と
は
違
う
意
味
合
い

と

ス
ケ
ー
ル
の
大
会

だ

っ
た
。

な
お
来
年
２
月
１９
日

首
都
圏
大
曲
会
主
催

で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
冒
”

３
回
東
京
で
大
曲
の
花

火
を
観
る
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
１２

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
（大
釜
）光の輪が弾け

被災地の空へと広が3 ■8:000発が中天の花となうて‐

絢爛豪華Iご
―■日も早1潅興を析りヽ 想い思0わ情感を送あ―ぞ花火

'ま

打ち上げられた

―-11-―



2011年 大会テ…マ「元気な日刺

日
　
時
　
平
成
２４
年
２
月
１９
日

（日
）

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

（受
付
開
始
　
１２
時
３０
分
）

△
〓
　
場
　
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ヶ
谷

（私
学
会
館
）

△
〓
　
費

　
一
人
　
五
千
円

（弁
当
、
飲
み
物
付
）

申
込
み
方
法
　
①
氏
名

（ご
家
族
、
友
人

・
仲
間

な
ど
グ
ル
ー
プ
で
参
加
の
場
合
は
参
加
人
数
も
）

②
住
所
、
電
話

（グ
ル
ー
プ
で
参
加
の
場
合
は
代

表
者
の
電
話
）
。
首
都
圏
大
曲
会
事
務
局
ま
で
電

話
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
　
首
都
圏
大
曲
会
事
務
局

電
　
話
　
０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
９

琴箇
‐
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カラオケ大会を行います。

第 85回大会 DVDの映像で

首都圏大山会会員外の方もどうぞ !

「大
山
の
花
火
」
は
文
字
通
り
世
界

一
の
花
火
大
会
。
東
日
本
大
震
災

か
ら

一
日
も
早
い
復
興
を
祈
り
、
今
年
の
大
会
テ
ー
マ
は

「
元
気
な
日
本
」
。

首
都
圏
大
曲
会
は
今
年
も
大
曲
の
花
火
を
東
京
で
観
て
、　
一
緒
に
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
む
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
度
大
山
の
花
火
を
観
た
い

と
い
う
声
を
良
く
聞
き
ま
す
。

中
に
は
○
△
の
花
火
も
す
ご
い

よ
、
△
□
の
花
火
の
ほ
う
が
豪

勢
だ
と
、
お
国
自
慢
や
身
近
な

土
地
自
慢
で
花
火
の
比
較
を
す

る
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
自
慢
も

「
何
と
た
わ
い
の
な

い
自
慢
だ

こ
と
」
と
、
笑

っ
て
受
け
流
せ

る
ほ
ど
の
余
裕
を
も

っ
て
接
す

る
こ
と
の
で
き
る
の
が
大
曲
の

花
火
の
凄
さ
で
す
。

一
度
は
観
に
行
き
た
い
な
ど

と
言
わ
ず
に
何
度
で
も
大
曲

ヘ

足
を
運
ん
で
貰
い
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
ま
ず
そ
の
前
に
東
京

で
開
催
さ
れ
る
こ
の
会
で
、
大

山
の
花
火
の
感
触
を
楽
し
ん
で

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

夏
、
大
会
に
参
加
し
た
人
も
、

ま
た
ま
だ
観
た
こ
と
の
な
い
人

も
、
ち
ょ
っ
と
会
場
を
覗
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
は
「花

火
弁
当
」
を
挟
ん
で
秋
田
の
酒

を
楽
し
み
、
花
火
談
義
を
楽
し

む
仲
間
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
会
は
大
曲
会
以
外
の
人
も
大

歓
迎
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
も

呼

び
も

の
で
す

！

花
火
を
観
た
後
は
引
き
続
き

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
も
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
家

族
、
ご
友
人
誘
い
合
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

轟:難糠競
=豪
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カラオケタイムになれば座は一段と盛り上がり賑やかに

どF3たもお気軽に

参カロできます !



『ふるさと大曲』第 12号

人
は
年
齢
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
古
里
を
思

う
も
の
。
豊
か
な
緑
、
遥
か
な
る
山
並
み
。
清
き

水
の
流
れ
は
母
な
る
玉
川
、
父
な
る
雄
物
川
。
美

し
い
我
ら
が
ふ
る
さ
と
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め

に
、
多
く
の
善
意
に
よ
る

『ふ
る
さ
と
納
税
』
は

今
、
生
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

市内小・ 中学校に「ふ3こと納税文庫」を整備

「ふるさと納税制度」のバンフレットより

(大仙市出身 男鹿和雄さんの作品)

動
き
出
し
た
《
善
意
の
力
》

今
年
度
は
九
月
末
現
在
で

一
七
九
万
三
千
円

（県
内
６
位
）

『
ふ
る
さ
と
納
税
』

の
制
度
が
始

ま

つ
て
い
ら
い
大
仙
市
は
、
秋
田
県

内
で
も
常
に
ト
ツ
プ
ク
ラ
ス
の
金
額

が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
度
、
『ふ
る
さ
と
納
税
』

と
し
て
大
仙
市
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

総
額
は
七
三
五
万
七
千
円
で
、
こ
れ

は
秋
田
県
内
で
は
第
２
位
の
好
成
績

で
し
た
。

今
年
度
も
県
内
、
県
外
に
在
住
す

る
方
々
か
ら
の
寄
附
は
順
調
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
九
月
末
現
在
で

一
七
九
万
二
千
円
と
な

っ
て
い
て
、

こ
れ
は
県
内
自
治
体
の
第
６
位
。
も

う
ひ
と
息
の
掛
け
声
と
行
動
に
よ
る

協
力
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

◇

大
仙
市
は
こ
れ
ま
で

『ふ
る
さ
と

納
税
』
と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金

を

一
定
の
額
に
達
す
る
ま
で
プ
ー
ル

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
、
初
め

て
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

事
業
」
を
実
施
す
る
と
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

○
●
○

市
内
の
各
小

。
中
学
校
に

豊
か
な
読
書
環
境
を
整
備

『
ふ
る
さ
と
納
税
』
活
用
で
大
仙

市
は
各
小

。
中
学
校
に

「
ふ
る
さ
と

納
税
文
庫
」
の
整
備
を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
読
書
環
境
を
整
え
、
児
童

・

生
徒
が
広
く
図
書
に
出
会
う
機
会
を

作
ろ
う
と
い
う
趣
旨
。
そ
の
健
や
か

な
成
長
、
教
育
の
充
実
を
図
り
、
寄

付
者
の
思
い
を
形
に
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
周
知
が
目
的
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
の
図
書
室
な
ど

へ
設

け
ま
す
。
ビヽ
」
に
整
備
す
る
図
書
は
、

各
学
校
の
先
生
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

児
童

・
生
徒
が
主
体
的
に
選
定
し
ま

す
。『ふ

る
さ
と
納
税
』
活
用
の
ス
タ
ー

ト
に
当
た
り
、
こ
の
制
度
を
よ
り
広

く
理
解
し
て
も
ら
う
広
報
も
、
そ
の

目
的
の

一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
選

定
さ
れ
る
図
書
は
、
教
育
的
観
点
か

ら
の
学
校
図
書
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

が
選
定
さ
れ
ま
す
。
分
野
別
に
は
、

歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
自
然
、
人
間
、

社
会
、
産
業
、
伝
記
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
方
法

▼
　
寄
附
の
手
続
き

１
　
寄
附
申
込
み
書
で
手
続
き

寄
附
申
込
み
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

メ
ー
ル
、
ま
た
は
直
接
、
大
仙
市

役
所
総
合
政
策
課

へ
。

２
　
納
付
書
の
送
付

お
知
ら
せ
戴
い
た
寄
附
の
方
法

に
基
き
、
総
合
政
策
課
か
ら
納
付

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

３
　
寄
附
金
の
お
振
込

最
寄
の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
寄

附
金
を
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

４
　
寄
附
証
明
書
の
発
行
、
送
付

後
日
、
大
仙
市
役
所
か
ら
寄
附

証
明
書
を
発
行
、
送
付
し
ま
す
。

▼
　
税
制
上
の
優
遇
措
置

所
得
税
と
個
人
住
民
税
の
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

都
道
府
県
、
市
町
村
に
５
千
円

を
超
え
る
寄
附
を
行
な

っ
た
場

合
、
５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ

い
て
、　
一
定
の
限
度
ま
で
は
所
得

税
と
個
人
住
民
税
を
合
わ
せ
て
全

額
控
除
さ
れ
ま
す
。

▼
　
寄
附
の
方
法

皆
さ
ま
の
ご
都
合
に
添
う
入
金
方

法
を
次
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

１
　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
か
ら

払
込
取
扱
票

（郵
便
振
替
書
）

２
　
大
仙
市
指
定
の
金
融
機
関
、
収

納
代
理
金
融
機
関
か
ら
納
入
通
知

書
に
よ
る
振
込
み

（市
指
定
金
融
機
関
）
秋
田
銀
行

及
び
支
店

（収
納
代
理
金
融
機
関
）
北
都
銀

行
本
店
及
び
支
店
、
大
仙
市
内
の

秋
田
ふ
れ
あ
い
信
用
金
庫
本
店
及

び
支
店
、
大
仙
市
内
の
秋
田
お
ば

こ
農
協
の
支
店
、
大
仙
市
内
の
東

北
労
働
金
庫
支
店

３
　
右
記
１
、
２
以
外
の
金
融
機
関

か
ら
の
振
込
み

４
　
大
仙
市
役
所
窓
口

（総
合
政
策

課
）
で
の
直
接
寄
付

（現
金
）

▼
　
お
問
合
せ
　
大
仙
市
役
所
企
画

部
総
合
政
策
課
地
域
政
策
班

電
話
０
１
８
７
（６３
）
１
１
１
１
（代
）

五
千
円
を
超
す
と
確
定
申
告
で
控
除
さ
れ
ま
す

―-13-―
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生
涯
学
習
の
成
果
発
表

「第
２
回
四
ツ
屋
ま
つ
り
」
が
九
月
十
七
日

（土
）
、
四
ッ
屋
公

民
館
や
小
学
校
地
域
を
中
心
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
大
型
の

「花
火
灯
籠
」
が
行
を
練
り
歩
き
、
ま
た
公
民
館
で
は
歌
や
踊
り

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
生
涯
学
習
と
し
て
取
り
組
む
各
サ
ー
ク
ル
の

作
品
展
示
、
特
産
品
即
売
や
花
火
打
上
げ
と

一
日
中
賑
わ

っ
た
。

栗
林
市
長
や
児
玉
議
長

雪
じ

も
参
加

こ

の
祭
り

は
四

ッ
屋
地
区

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議

（児
玉
協
三
会

長
）

の
主
催
で
昨
年
か
ら
始
め
ら

れ
た
。

折
角

の
祭
り
を
四

ッ
屋
地
区
の

住
民
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
と

実
行
委
員
会

（斉
藤
健
太
郎
委
員

長
）
を
組
織
し
て
、
子
ど
も
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
に
至
る
み
ん
な
が
参
加

で
き
、
誰
も
が
楽
し
め
る
祭
り
に

し
た
も

の
。

大
仙
市
四
ツ
屋

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
議
が
主
催

挨拶をする栗林市長

今
年

の
祭
り
当
日
は
生
憎

の

雨
。
し
か
し
多
く
の
人
々
の
期
待

と
若
者
た
ち
の
熱
気
が
重
な

っ
て

雨
を
吹
き
飛
ば
す
威
勢
の
良
さ
。

会
場
に
は
多
く
の
観
客
と
と
も
に

大
仙
市
の
栗
林
市
長
、
児
玉
大
仙

市
議
会
議
長
も
見
え
て
、
地
域
の

人
々
と
雰
囲
気
に
浸
り
楽
し
ん
だ
。

第
２
回
の
今
年
は
、
祭
り
を
盛

り
立
て
る
シ
ン
ボ
ル
に
と
四
ッ
屋

商
工
協
議
会
青
年
部
が
、
高
さ

４
・
５
メ
ー
ト
ル
、
幅
３
メ
ー
ト

ル
、
奥
行
き
３
・
５
メ
ー
ト
ル
の

大
き
さ
の

「花
火
灯
籠
」
を
作

っ

た
。
武
者
絵
や
花
火
な
ど
の
絵
は
、

青
森
出
身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
佐
々
木

裕
登
さ
ん

（松
倉
在
住
）
が
描
き
、

五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
な
ど
の
文

字
を
入
れ
て
完
成
し
た
。

一
方

メ
イ
ン
会
場

の
四

ッ
屋

公
民
館

の
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
は
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
押
し
花
、
写
真
、

書
道
な
ど
多
く
の
作
品
が
展
示
さ

れ
た
。
こ
れ
は
生
涯
学
習
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
公
民
館
活
動
の

成
果
を
発
表
し
た
も
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
目
を
見
張
る
力
作
ば
か
り
。

出
品
コ
ー
ナ
ー
で
は
地
元
産
の

野
菜
の
即
売
や
焼
き
そ
ば
、
焼
き

鳥
な
ど
多
種
類
の
軽
食
や
飲
み
物

が
販
売
さ
れ
て
、
来
場
者
の
憩
い

の
場
と
な

っ
て
い
た
。
同
級
生
や

近
所
の
仲
間
と

一
緒
に
ビ
ー
ル
を

飲
ん
だ
り
、
話
が
は
ず
ん
で
い
る

光
景
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。

四
ッ
屋
地
区
は
、
か
つ
て
は
大

山
町
の
郊
外
地
区
と
し
て
存
在
し
、

そ
の
後
大
山
市
の
誕
生
と
と
も
に

合
併
し
て
今
日
の
大
仙
市
に
至

っ

て
い
る
。
そ
う
い
つ
環
境
の
中
で

こ
の
地
区
が
中
核
と
な

っ
て
開
催

す
る
お
祭
り
の
存
在
は
な
か
っ
た
。

戦
後
は
青
年
団
活
動
の

一
環
と

し
て
、
神
社
や
お
寺
の
境
内
、
あ

る
い
は
刈
り
取
ら
れ
た
田
圃
の
中

に
手
作
り
の
舞
台
を
作
り
、
素
人

演
芸
が
流
行

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た

が
、
し
か
し
そ
れ
で
も
娯
楽
と
い

え
ば
大
曲
で
映
画
を
観
た
り
、
大

曲

の
花
火
に
胸
を
躍
ら
さ
れ
た

り
、
そ
れ
は
常
に
大
曲
の
町
と
と

も
に
あ

つ
た
。
そ
の
中
で
人
々
は

そ
れ
な
り
に
刺
激
と
な
り
、
活
性

化
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
徐

々
に
時
代
は
変
わ

り
、
情
報
手
段
や
交
通
網
の
発
達

な
ど
と
と
も
に
人
々
の
価
値
観
も

様
変
わ
り
し
、
求
め
る
娯
楽
も
変

わ

っ
て
い
っ
た
。
地
域
活
動
も
か

つ
て
の
よ
う
に
、
そ
の
地
に
住
む

人
の
手
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
り
衰
退
し
て
い
っ
た
。

四
ッ
屋
ま
つ
り
は
、
栗
林
市
長

の
挨
拶
に
も
あ

っ
た
よ
う
に
、
そ

の
よ
う
な
沈
滞
し
た
状
況
か
ら
の

脱
却
を
促
す
上
で
大
き
な
刺
激
に

な

っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
地
に
住
む

人
々
の
手
に
よ
る
力
強
い
地
域
お

こ
し
の

一
方
策
と
な
り
、
活
性
化

に
繋
が
る
手
段
と
し
て
、　
一
層
の

発
展
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

四ッ屋公民館を中心に活動している生涯学習にはパッチワーク、

押し花、写真、書道、その他色々な講座が取り入れられている。

展示コーナーには学習の成果が賑やかに展示されていた
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る
ア
ー
ジ
公
演

華
や
か
に

千
葉
と
し
子
さ
ん
罠
誘
応
援
出
演

体
育
館
で
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
が

行
な
わ
れ
た
。
演
目
は
多
種
多
様

で
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

四
ツ
屋
小
学
校
の
楽
器
部
、
四
ッ

屋
保
育
園
と
ド
レ
ミ
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
、
か
わ

い
い
し
ぐ
さ
で
演
奏
や
ダ
ン
ス
を

発
表
し
、
満
員
の
客
席
か
ら
沢
山

の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。
み
ん

な
昔
の
学
芸
会
を
楽
し
む
心
境
で

あ
る
。
続

い
て
踊
り
の
同
好
会
、

大
正
琴
の
演
奏
グ
ル
ー
プ
、
大
仙

市
民
謡
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
や
そ

の
他
の
グ
ル
ー
プ
が
熱
の
こ
も

っ

一　
　
　
　
　
　
・
■
■
■
１
¨
一　
コ

ト

ス
テ
ー
ジ
発
表
は
満
員
の
客
で
大
賑
わ
い

た
芸
を
披
露
し
た
。

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
で
注
目
を
浴

び
た
の
は
、
四
ツ
屋
出
身
で
現
在

東
京
で
活
躍
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
民
謡

番
組
に
も
出
演
し
て
い
る
民
謡
歌

ざ

一一一

八
ワ
イ
の
青
空
を
思
い
出
す
よ
う
に
、

明
る
く
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
る
力
・
フ
ラ
・

レ
オ
マ
ナ
の
み
な
さ
ん

手
千
葉
と
し
子
さ
ん
と
そ
の
家

族
の
出
演
だ

っ
た
。
千
葉
さ
ん

の
ご
主
人
は
千
葉
藤
丸
会
を
主

宰
し
て
家
元
を
務
め
る
。
子
息
の

一
洋
さ
ん
は
津
軽
三
味
線
演
者
と

し
て
修
行
中
（１９
頁
に
関
連
記
事
）

の
民
謡

一
家
だ
。
四
ッ
屋
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
郷

“花火灯籠"は若者たちの掛け声とともに町内を練り歩いた

花火灯籠パレードや作品展示

懸
‡
灘

機菫機
一

屁
職
菫

一蝙
．轟憮
報

四ッ屋衆の前で歌う千葉トシ子さん

四ッ屋保育園のみなさん

里
の
み
な
さ
ん
の
前
で
直
接
民
謡

を
披
露
し
た

い
と

の
願

い
を
実
現

さ
せ
た
も

の
。
聴
衆
も
万
来

の
拍

手
で
歓
迎
し
、
古
里
を
思
う
千
葉

さ
ん
の
気
持
ち
に
応
え
て
い
た
（．

夜

に
入
り
四

ッ
量
ま

つ
―，
は
、

呼
び
物

の
花
火
打
上
げ
と

な

っ

た
　
大
輪
や
ス
タ
ー

マ
イ
ン
な
ど

次

々
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る

と
、
折
か
ら
の
雨
も
気
に
す
る
こ

と
な
く

一
発

一
発
に
熱

い
拍
手
と

歓
声
が
送
ら
れ
て
い
た
。

四
ツ
屋
公
民
館
児
玉
圧
司
館
長

の
は
な
し

「
第

２
回
目

の

『
四

ッ
屋
ま

つ

り
』

は
、
地
元
若
者

の
頑
張
り
、

老

人

ク
ラ
ブ
等

の
高
齢
者

に
パ

ワ
ー
を
貰

っ
て
大
盛
況
で
終
わ
り

ま
し
た
。
千
葉
と
し
子
さ
ん
ら
に

よ
る
首
都
圏
大
曲
会
か
ら
の
ご
支

援
は
、
ま

つ
り
に
華
を
添
え
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
四

ツ
屋

地
域

の
活
性
化

の
た
め
に
頑
張

っ

て
ま

い
り
ま
す
。
」

ドレミ保育園のみなさん
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T大1由101納1菫1汁::

秋田県の観光PR事業

台湾|で|六1好評

秋
田
の
こ
当
地
グ
ル
メ
七
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
売
り
物
と
す
る
品
に

腕
を
振
る
っ
た
。
大
曲
の
納
豆
汁
も
評
判
を
呼
ん
で
大
混
雑
。
（右
下
）

大
山
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長
　

辻
　
卓
也

台
湾
南
投
県
は

一
九
九
九
年
の
台

湾
中
部
地
震
で
最
も
被
害
を
受
け
た

地
域
。
そ
の
際
に
日
本
と
秋
田
県
の

方
々
か
ら
受
け
た
多
大
な
支
援
の
恩

義
に
、
今
回
の
大
震
災
で
是
非
お
返

し
し
た
い
と
の
有
り
難
い
申
し
出
で

し
た
。

東
日
本
大
震
災

に
際
し
て
は
、

既
に
台
湾
か
ら
は
官
民
を
合
わ
せ

二
〇
〇
億
円
近
い
支
援
金
が
日
本

へ

送
ら
れ
て
い
ま
す
。

冒
ｏ
ｏ
∪
「
”
ｏ
あ
き
た
』

の
仲
間

で
あ
る
秋
田
県
内
の
ご
当
地
グ
ル
メ

七
団
体
が
こ
の
話
に
感
激
し
て
参

加
、
訪
台
を
決
意
。
行
政
を
通
じ
て

県
内
と
山
形
県
の
お
祭
り
団
体
に
も

協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
秋
田
の
竿

ご
存
じ

「大
曲
の
納
豆
汁
」
隊
は
九
月
八
～
十
二
日

ま
で
の
五
日
間
、
台
湾
中
部
南
投
県
の
哺
里
と
草
屯
を

訪
問
し
、
秋
田
県
の
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
仙
北
市
乳
頭
温
泉
郷
の
妙
乃
湯

（佐
藤
京
子
女

将
）
と
深
く
長
い
親
交
の
あ
る
台
湾
の
政
府
関
係
者
が
、

東
日
本
大
震
災
以
降
落
ち
込
み
の
激
し
い
秋
田
県
の
観

光
業
界
を
応
援
す
る
た
め
に
、
秋
田
県
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

【台
日
鼓
舞
節
８
〓
】
の
開
催
を
企
画
。
六
月
に
使
節

団
が
訪
秋
し
、
秋
田
応
援
の
提
案
を
頂
い
た
も
の
で
す
。

燈
や
男
鹿
な
ま
は
げ
太
鼓
、
生
保
内

の
手
踊
り
、
山
形
県
酒
田
か
ら
は
芸

子
衆
も
加
わ
り
、
一
行

一
六
〇
名
で
、

「
秋
田
県
の
食
と
祭
り
を

一
緒
に
ま

と
め
て
お
届
け
」
す
る
観
光
Ｐ
Ｒ
連

合
軍
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

◆

海
を
渡

っ
て
の
観
光
Ｐ
Ｒ
で
あ

つ

た
た
め
秋
田
県
に
も
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
が
、
そ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
は

鈍
い
も
の
。
ま
し
て
や
機
材
や
人
の

輸
送
も
行
政
側
で
は
割
高
な
見
積
り

し
か
得
ら
れ
ず
、
業
を
煮
や
し
た
民

間
側
が
、台
湾
側
と
の
調
整
の
上
で
、

最
終
的
に
は

「
チ
ャ
ー
タ
ー
機
」
を

飛
ば
す
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
有
効
か

つ
コ
ス
ト
を
抑
え
て
利
用
す
る
た
め

秋
田
か
ら
台
湾
に
向
か
う
我
々
の
帰

り
便
に
は
、
台
湾
か
ら
の
秋
田
観
光

ツ
ア
ー
客
約
八
〇
名
が
募
集
さ
れ
、

相
互
に
二
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
同
時

進
行
す
る
展
開
に
発
展
し
ま
し
た
。

一
方
で
大
仙
市
は
、
私
た
ち
の
協

―-16-―
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大
仙

・
大
曲
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
納
豆

汁
の
販
売
に
も
積
極
的
に
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
台
湾
の
み
な
さ
ん

と
の
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
。
最
前

列
中
央
に
山
王
丸
副
市
長
や
妙
乃

湯
の
佐
藤
女
将
の
顔
も
見
え
る

力
要
請
に
応
え
て
く
だ
さ
り
、
山
王

丸
副
市
長
ほ
か
担
当
者
三
名
が
私
た

ち

一
行
に
同
行
。
台
湾
側
と
の
懇
親

は
も
と
よ
り
、
大
仙

・
大
山
の
観
光

Ｐ
Ｒ
や
納
豆
汁
の
販
売
に
も
、　
一
緒

に
汗
を
流
し
て
く
れ
ま
し
た
。
台
湾

と
は
大
曲
青
年
会
議
所

（Ｊ
Ｃ
）
が

十
数
年
に
わ
た
り
、
台
湾

。
中
和
市

の
Ｊ
Ｃ
と
交
流
事
業
を
継
続
し
て
来

た
と
い
う
土
台
が
あ

っ
た
た
め
、
山

王
丸
副
市
長
に
は
、
中
和
市
も
表
敬

訪
問
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

◆

台
日
鼓
舞
節
は
哺
里
と
草
屯
で
各

一
日
ず

つ
の
開
催
で
し
た
が
、
連
日

の
Ｔ
Ｖ
中
継
、
市
内

一
番
の
大
通
り

で
の
パ
レ
ー
ド
、
様
々
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
台
湾
の
ご
当
地
グ
ル
メ
や

商
店
の
出
店
な
ど
私
た
ち
の
想
像
を

超
え
る
巨
大
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

対
日
感
情
が
非
常
に
良

い
台
湾
ゆ

え
、
ス
タ
ッ
フ
や
参
加
住
民
か
ら
も

一
九
九
九
年
の
支
援

へ
の
感
謝
と
温

か
い
励
ま
し
を
回
々
に
い
た
だ
き
ま

し
た
。
全
て
が
震
災
後
の
日
本
と
秋

田
県
を
応
援
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
泣
け
る
ほ
ど
有
り
難
か
っ
た
現

地
の
対
応
ぶ
り
で
し
た
。

◆

そ
の
善
意
に
応
え
る
べ
く
私
た
ち

も
奮
闘
し
ま
し
た
。
輸
送
ス
ペ
ー
ス

と
税
関
上
の
制
限
か
ら
食
材
と
調
理

器
具
を
全
て
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

ず
、
ご
当
地
グ
ル
メ
七
団
体
共
に
、

現
地
で
あ
ら
ゆ
る
調
達
と
準
備
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
下
ご
し
ら
え
や
調
理
は
会
場

近
く
の
幼
稚
園
や
中
学
校
の
調
理
場

を
お
借
り
し
て
、
勝
手
の
違
う
道
具

と
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
出
展
の
経
験
が
豊
富
で
、
適
応

力

・
応
用
力
の
高
い

一頁
Ｘ
こ
一元
Ｃ

あ
き
た
一
の
メ
ン
バ
ー
な
の
で
見
事

に
や
っ
て
の
け
ま
し
た
が
、
流
石
に

帰
国
時
に
は
疲
労
困
億

）^

◆

と
こ
ろ
で
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は

看
板
の

【納
豆
汁
】
の
文
字
を
見
て

お
客
様
が
不
思
議
な
顔
を
し
ま
す
。

い
ぶ
か
し
く
思

っ
た
私
た
ち
が
聞
い

て
み
る
と
、
な
ん
と
台
湾
で

【汁
】

と
は
、
ジ
ュ
ー
ス
の
意
味
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、

そ
こ
で
大
急
ぎ
で
納
豆
ス
ー
プ
を
意

味
す
る

【納
豆
湯
】
に
書
き
換
え
た

と
こ
ろ
行
列
が
で
き
る
人
気
に
な

っ

た
も
の
で
す
。

台
湾
で
は
今
、
日
本
の
納
豆
が
健

康
食
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
と

言
う
の
で
す
。
そ
こ
で
急
遠

一
工
夫
。

パ
ク
テ
ー

（香
草
）
や
湯
葉
の
油
揚

げ

（お
こ
げ
の
代
換
え
）
な
ど
現
地

の
食
材
も
選
べ
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
こ
れ
は
大
当
た
り
。
大
好
評
で
し

た
。
ま
さ
に
日
台
の
食
文
化
の
融
合

と
言
え
ま
し
ょ
う
。◆

竿
燈
や
な
ま
は
げ
太
鼓
、
酒
田
市

の
舞
子
さ
ん
も
大
人
気
。
行
く
先
々

で
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

″ ″ノZ産庁子女将力汗 ″

対山市山王丸副市長も同行
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大
歓
声
に
迎
え
ら
れ
て

竿
灯
の
妙
技
、
吼
え
る
ナ
マ
ハ
ゲ

|=覇醸■■ ■■■|●●                         舞IF,■ 1菫■

―突然のスコールに襲われても現地の人は慌てる様子もない

竿灯の妙技には台湾の人もビックリ

台
湾
の
皆
さ
ん
の
情
熱
と
歓
待
、

温
か
い
心
遣
い
に
感
動
し
続
け
た
五

日
間
で
し
た
。
今
回
の
ご
縁
を
得
て
、

台
湾
と
秋
田
県
の
継
続
的
な
文
化
交

流
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
と
、

今
私
た
ち
は
密
か
に
作
戦
を
練
り
始

め
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
は
、
来
年

の

「大
曲
の
花
火
ウ
イ
ー
ク
」
あ
た

り
で
し
ょ
う
か
。
首
都
圏
大
曲
会
の

皆
さ
ん
、
是
非
応
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

仏
家
の
免
餞

い
　

う
　
　
　
　
　
に

■ 創舒① 1224

漱 針釘⑪ 27
龍

“

ア4曲Li鬱協」ヴ
ぃ
“

il iば∞ittu」 p

大
地
の
も
みゞ
と
と
も
に

よ
つ
の
ｓ
を
醸
す

キ
武
二
十
二
年

公
回
新
油
饉
キ
会
会
贅
彙
贅
嵐

で
　
　
　
わ

　
　
　
　
う
　
　
る

覆

鳥
ａ

書

０
私
鶴摯
洒
林
式
会
諄

秋

田
県
大
仙
市

戸
地
谷
字

天

ヶ
沢
八

二

の

一

お
灌
は
■
＋
歳
に
な
っ
て
か
ら
．
お
酒
は
お
い
し
く
適
量
を
．

妊
娠
中
や
漿
驚
期
の
飲
酒
は
お
控
え
く
だ
さ
い
．

故タトでのお集まり、お泊りに
″夜 の湯 っ ご で

｀

イ っ /_― クのん グ ク
グみ た いか ら

罫1悶:親:ぢ混::
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津
軽
三
味
線
で
大
成
め
ざ
す

畠停

山藝

さ
ん

か
――

ず

激
し
く
変
化
す
る
時
代
の
う
ね
り
を
受
け
な
が
ら
、
首
都
圏
大
山
会
の
若

い
仲
間
の
中
に
は
、
大
き
な
希
望
を
胸
に
頑
張

っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。

こ
の
方
々
へ
の
応
援
を
込
め
て
、
熱
く
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
を
新
設
し
ま
し
た
。

今
号
は
津
軽
三
味
線
で
大
成
を
め
ざ
す
畠
山

一
洋
さ
ん
で
す
。
聞
き
手
は
首

都
圏
大
曲
会
大
釜
会
長
で
す
。

な
お
会
員
の
お
知
り
合
い
の
中
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
を
ぜ
ひ
首
都

圏
大
曲
会
事
務
局
ま
で
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

畠
山
　
は
い
。
恐
ら
く
両
親
が
民
謡

を
や
っ
て
い
な
か

っ
た
ら
、
私
は
違

う
こ
と
を
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

小
さ
い
頃
に
教
え
ら
れ
た
み
た
い
で

す
が
、
す
ぐ
に
止
め
て
し
ま

っ
た
み

た
い
…
。
（笑
）

本
格
的
に
は
三
年
前
か
ら
で
す

ね
。
最
初
は
母
に

『
や

つ
て
み
な

い
？
』
と
言
わ
れ
て
始
め
ま
し
た
が
、

今
は
両
親
に
厳
し
く
教
え
て
も
ら

つ

て
い
ま
す
。
津
軽
三
味
線
は
専
門
の

先
生
に
教
わ

っ
て
い
ま
す
。

―
　
芸
の
道
は
厳
し
い
、
と
は
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
ど
う
で
す
か
、
辛
く
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

畠
山
　
稽
古
は
好
き
で
す
の
で
辛
く

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
一
生

懸
命
稽
古
を
し
て
、
そ
の
結
果
、
舞

台
で
上
手
く
出
来
た
時
は
と
て
も
嬉

し
い
…

（笑
）

―
　
初
舞
台
は
い
つ
で
し
た
か
。

畠
山
　
稽
古
を
始
め
て
か
ら
二
か
月

で
し
た
。
と

て
も
緊
張
し
て
…
。
あ

の
緊
張
は
今
で
も
は
つ
き
り
覚
え
て

い
ま
す

（笑
）。
そ
れ
か
ら

一
年
後

に
津
軽
三
味
線
の
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

―
　
も
う
緊
張
す
る
こ
と
は
な
い

。
・

畠
山
　
い
え
い
え
、
今
で
も
舞
台
は

緊
張
し
通
し
で
す
。
（笑
）

―
　
最
近
は
こ
家
族
で
出
演
す
る
こ
と
も

多
く
な
り
ま
し
た
ね
。

畠
山
　
家
族

で
演
奏
す
る
こ
と
は
、

月
に

一
度
ぐ
ら

い
で
す
。
（親
と
言

っ

て
も
）
プ

ロ
と

一
緒
に
や
ら
せ
て
も

ら

つ
て
い
る
の
で
、
と

て
も
勉
強
に

な

り
、
自

分

の
為

に
な

っ
て

い
ま

す
。
上
達
す
る
た
め
に
は
と

て
も
良

い
環
境

に
育

っ
て
い
る
と
思

っ
て
い

ま
す
。

―
　
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
得
意
な
曲
は
？

畠
山

　
や
は
り
そ
れ
は
、
出
身
県

の

一秋

田
荷
方
節
一

で
す
ね
　

こ
の
曲

を
演
奏
し
て
い
る
と
、
自
分
も
乗

っ

て
き
ま
す
。

―
　
と
こ
ろ
で
こ
れ
か
ら
の
夢
は
何
で
す

か
。

畠
山
　
今

の
夢
は
津
軽
三
味
線

の
全

国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
民
謡

の
仕
事
を
沢

山
で
き
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
思

い

ま
す
。

―
　
こ
両
親
は
民
謡
の
世
界
で
大
活
躍
で

す
。
こ
両
親
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

畠
山
　
子
ど
も

の
頃
両
親
に
は
、
普

通
の
仕
事
を
し
て
貰

い
た

い
と
思

っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
で
は
と
て

も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
出
来

な

い
仕
事
で
収
入
を
得
て
、
私
を
こ

こ
ま
で
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
私
自

身
、
も

っ
と
も

つ
と
頑
張

っ
て
、
両

親

の
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
常
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

―
　
益
々
稽
古
に
励
み
、
こ
両
親
を
飛
び

越
え
る
立
派
な
芸
能
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。　
一
洋
さ
ん
に
は
そ
の
血
が
流
れ
て
い

る
の
で
す
か
ら
。
今
日
は
若
々
し
く
、
希

望
に
満
ち
た
お
話
を
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
釜
茂
障
）

―
　
お
生
ま
れ
は
ど
ち
ら
で
す
か
。

畠
山
　
秋
田
市
で
す
。　
一
九
七
七
年

一
月
十
二
日
生
ま
れ
で
す
。

―
　
こ
の
世
界
に
入
ろ
う
と
し
た
き
っ

か
け
は
。

畠
山
　
両
親
は
民
謡
を
職
業
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
私
は
普
通
に
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
三
年
前
、

父
が
藤
丸
会

の
家
元
を
継
ぎ
、
母
が

財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
か
ら

「
民

謡
功
労
賞
」
を
戴

い
た
こ
と
が
き

っ

か
け
で
、
三
味
線
を
始
め
る
こ
と
に

な

っ
た
の
で
す
。
今
は
三
年
連
続
で

津
軽
三
味
線

の
名
古
屋
大
会
に
出
場

し
て
い
ま
す
。

―

矢
張
り
こ
両
親
の
影
響
が
大
き
い
…

洋 2

津軽三味線で全国大会で

優秀な成績を収めたい

畠
山

一
洋
さ
ん
は
藤
丸
会
（尺
八
）

家
元
を
父
に
、
母
は
民
謡
歌
手
と
し

て
知
ら
れ
る
千
葉
と
し
子
さ
ん
で
す

―-19-―
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大
仙
市
進
出
の
一

病
院
用
白
衣
と
し
て

は
、
静
電
気
に
よ
る
不

快
な
身
体

へ
の
衣
服
の

ま
つ
わ
り
付
き
や
静
電

気
災
害
、
エ
レ
ク
ト
ロ

・　
　
ニ
ク
ス
機
器

へ
の
悪
影

力
　
響
の
心
配
等
を
な
く
す

た
　
た
め
の
制
電
製
品
、
防

″
　
汚
性
に
優
れ
た
製
品
、

一方
　

院
内
感
染

の
早
急
な
対

，ヵ
　

策
が
求
め
ら
れ
て
い
た

一　『「は絋聡型「中源ェ

難
　
を
大
切
に
し
た
エ
コ

虹
　
マ
ー
ク
認
定
の
看
護
ウ

拍
　
エ
ア
、
予
防
衣
、
診
察

ガ
　
衣
等
を
製
造
し
て
い
ま

す
。
最
近
の
ハ
イ
テ
ク

機
器
を
駆
使
し
、
同
時

に
多
数
の
国
家
技
能
検

定
合
格
の
資
格
を
持

っ

た
技
能
士
と
熟
練
者

が
、
「
着
る
人
の
身
に

衣
を
作
る
こ
と

で
、
社
会
貢
献
を

し
て

い
ま
す
。

大
仙
市
に
進
出
は
い
つ
で
す
か
。

昭
和

４４
年

１０
月

２０
日
設
立

で
、

創
業
は
翌
年

３
月
２０
日
で
す
。

農
家
の
農
閑
期
と

製
品
の
生
産
時
期
が
一
致

大
仙
市
に
進
出
し
た

一
番
の
理
由
は

何
で
す
か
。

秋
田
県
庁
に
よ
る
紹
介

で
す

が
、
当
時
の
旧
南
外
村
商
工
観
光

課
で
は
、
半
農
の
こ
の
村
を
、
出

稼
ぎ
し
な
く
て
も
、
こ
の
地
域
に

定
住
し
て
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に

し
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
企
業
の
親
会
社
で
あ
る

ナ
ガ
イ
レ
ー
ベ
ン
株
式
会
社

（東

京

・
千
代
田
区
）
の
販
売
の
最
大

ピ
ー
ク
時
期
が
３
月
～
４
月
で
あ

る
の
に
た
い
し
、
こ
の
地
域
の
農

家
の
農
閑
期
が
大
体
１０
月
～
４
月

で
、
生
産
の
た
め
の
労
働
条
件
が

合
致
す
る
こ
と
が
、
進
出
し
た
大

き
な
理
由
で
す
。

大
仙
市
の
長
所
は
豊
富
な

労
働
力
と
安
定
生
産

進
出
し
て
み
て
、
大
仙
市
の
長
所
、

短
所
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば

・
。

長
所
は
豊
か
な
自
然
、
優
秀
な

人
材
、
豊
富
な
労
働
力
に
恵
ま
れ

豊かな自然を有する大仙市に工場を誘致して、より活性化を図
ろうとする試みは、これまでも積極的に進められてきています。

既に大仙市進出を果たした企業からはいろいろな製品が社会に

提供されております。しかし私たちは、わが大仙市でどんな生

産活動が行なわれ、それが社会でどう活用されているものなの

かをよく理解していないという傾向があります。そこで大仙市

にどんな企業が進出してどんな製品を生産しているか、各企業

を訪間をしてお伺いすることにしました。今号の訪間は、医療

白衣の生産で知られるナガイ白衣工業株式会社です。

昭和44年  旧南外村に設立

医療・介護者用白衣製造の大手企業

ナガイ自衣工業株式会社

ナ
ガ
イ
白
衣
工
業
の
主
な
製
品
は
何

で
す
か
。

日
本
に
多
数
あ
る
医
療
機
関
、

特
に
病
院
、
医
院
、
歯
科
医
院
等

従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
の
白
衣
に

特
化
し
て
、
自
衣
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
介
護
服
や
手
術
着

の
分
野
に
も
参
入
し
て
い
ま
す
。

生
産
し
て
い
る
自
衣
の
特
徴
は
？

な

っ
て
造
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

企
業
理
念
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

社
是
に

「
人
の
和
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
は

一
人
で

は
何
も
出
来
な

い
事
と
説

い
て
い

ま
す
。
ま
た
尊

い
命
を
献
身
的
に

守
る
医
療
従
事
者

に
私
た
ち
は
、

彼
ら
が
快
適
に
仕
事
が
出
来
る
白

澤登―郎社長
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アパレルCADシステム

コンピュータによる図形処理機に

よる型入れ作業

布を裁断するために使用する型紙
のデータを作成する作業

て
安
定
生
産

が

で
き

る
こ
と

で

す
。
短
所
？

・
・
や
は
り
雪
で
す

か
ね
。
で
も
慣
れ
ま
し
た
。

従
業
員
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

従
業
員
数
は
何
名
で
す
か
。

全
部
で
四

一
一
名
で
す
。
そ
の

う
ち
男
性
社
員
が
八
六
名
、
女
性

社
員
は
三
二
五
名

で
す
。

年
齢
構
成
は
？

男
性

が

四

一
・
四
歳
、

女

性

が

四

三
上
金

成
。

社

員

の

平

均

年

齢

は

四
三
・
〓
成
で
す
。

従
業
員
の
特
徴
と
し
て
ど
ん

な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
。

労
働
集
約
型
の
縫
製
業
と
し
て

は
、
工
賃
の
安
い
海
外

へ
の
生
産

シ
フ
ト
が
仕
方
が
な

い
こ
と
と

な

っ
て
い
ま
す
が
、
当
社
は
今
で

も
日
本
国
内
で
６
割
近
く
の
生
産

を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

８
割
を
占
め
る
女
性
社
員
の
中

に
は
３
世
代
に
わ
た

つ
て
働
く
家

族
も
い
ま
す
。

盛
り
上
が
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
と
綱
引
き
大
会

従
業
員
の
福
利
厚
生
活
動
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
？

議■■` |:蓼舞議1驚構饉議

アパレルCAMシステム

コンピュータによる自動裁断機。上の写真にあるCADで作成した
データにより、実際に布を自動で裁断する作業

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
に
、

毎
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
設
立
記

念
式
典
に
際
し
て
、
設
立
記
念
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
綱
引
き
大
会

が
あ
り
ま
す
。

当
初
は
創
業
月
の
三
月
に
、
創

業
記
念
式
典
と
併
せ
て
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
行
な

つ
て
い
ま
し

た
が
、
秋
田
の
三
月
は
ま
だ
冬
の

寒
さ
が
残

っ
て
い
て
寒
さ
が
厳
し

い
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
は
、
気

候

の
穏
や
か
な
十
月

の
設
立
月

に
行
な

っ
た
ほ
う
が

良

い
と

い
う

こ
と
に

な
り
、
時
期
を
変
更

し
て
開
催
す
る
こ
と

に
な

っ
た
も

の
で
し

た
。現

在

は

企

業

グ

ル
ー

プ
内

２
チ
ー
ム

に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
、

２０
チ
ー
ム

で
の
綱
引
き
大
会
と

し
て
回
を
重
ね

て
い

ま

す
。

参

加

者

は

応

援

団

も

含

め

て

六
〇
〇
名
を
超
え
る

大
イ

ベ
ン
ト
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た

大
会
合
間

の
昼
食

で

は
、
各
工
場
で
つ
く
る

「
な
べ

つ

こ
」
の
味
も
、
参
加
者

の
楽
し
み

の

一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

イ

ベ
ン
ト

の
そ

の
２
と

し

て

は
、　
一
月
に
行
わ
れ
る
新
年
顔
合

わ
せ
会
が
あ
り
ま
す
。
創
業
時
は

十
六
名
だ

っ
た
社
員
数
は
、
現
在

で
は
自
社
工
場
が
４
工
場
、
協
力

工
場
も
１２
工
場
と
な
り
、
四
〇
〇

名
を
超
え
る
自
社
社
員
に
加
え
、

協
力
工
場

の
社
員
を
合
わ
せ
る
と

六
〇
〇
名
を
超
え
る
新
年
会
と
し

て
、
毎
年
続

い
て
お
り
ま
す
。

こ

の
二
大
イ

ベ
ン
ト

に
よ

っ

‐ザ幣1至鸞15鷲
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会社設立記念バレーボール大会の開会式



広
い
体
育
館
で
設
立
記
念
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
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'11こ

う11
いつもの団結力が生かせたらゼッタイに勝てる

参
加
の
大
イ
ベ
ン
ト

て
、社
長
か
ら
社
員

一
人
ひ
と
り
に
至
る
ま
で
の
、

年
二
回
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
社
員
の
親
睦
の

場
と
し
て
も
当
社
の
大
事
な
行
事
と
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
と
の
交
流
は
ど
う
で
す
か
。

大
山
商
工
会
議
所
主
催
の
野
球
大
会
、
大
仙
市

職
場
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
最
近
で
は
実
業

団
と
し
て
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
な
ど
に
出
場
し

て
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

社
員
を
大
切
に
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
企
業
を
目
指
す

大
仙
市
に
根
を
下
ろ
し
て
の
企
業
活
動
で
す
が
、
今
後

の
構
想
を
お
伺
い
し
た
い
。

企
業
は
人
な
り
と
言

い
ま
す
。
こ
の
会
社
を
次

世
代
に
引
き
継

い
で
貰
え
る
よ
う
、
今
働

い
て
い

る
社
員

の
方

々
を
大
切
に
し
て
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
最
後
に
ナ
ガ
イ
白
衣
工
業
か
ら
、
大
仙
市
民

ま
た
は
所
縁
の
あ
る
方
々
へ
伝
え
た
い
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。

医
療
用
白
衣
の
６
割

の
生
産
を
支
え
て
い
る
大

仙
市
。
こ
れ
か
ら
も
わ
が
国
の
白
衣
生
産

の
要
の

町
に
あ

つ
て
、
ナ
ガ
イ
白
衣
工
業
も
大
仙
市
と
と

も
に
発
展
し
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

◇

若
々
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
、
活
発
な
企
業
活
動

の
展
開
が
大
変
魅
力
的
に
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
健

康
を
支
え
る
医
療
用
の
白
衣
。
そ
の
６
割
を
大
仙
市
の

工
場
で
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
誇
り
に
思
い
ま

し
た
。
ナ
ガ
イ
白
衣
工
業
の

一
層
の
発
展
を
祈
り
、
地

域
へ
の
貢
献
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
　

（大
釜
）



『お、るさと大曲』第 12号

ニコニコt‐ わいわい|‐ 勝つても負けても楽しかつたなあ

そ |れ,‖ナ|■も |う.ひ
―
と患 だ

―
う一ん、こちらの組は力が入つてる 右側のカメラ撮影者は澤登会長

八
イ
■
タ
ン
チ
■
・　
み
ん
な
良
く
頑
張
っ
た

ト
ト
ヤ魚

屋

の

オ
ヤ
ジ

や

っ
て
ま
す

“魚 と 遊 ん で 遊 ば れ て"

〒136-0075東 京都江東区新砂 1丁目 8番 5号 電話03-364064]11tl FA×03-36445832
お か ずさ ま で
倉J業 45周 年

ご∠彗コ[ラlh C)東京水産工業株式会社

ふ
る
さ

と

の

み
な

さ
ん

お
元
気

21世 紀 へ
東水 I

藤 重 光



平成23年 (2011年 )12月

長
沢
の

文切
り
絵

塩 平

谷 野

良 栄

二 司

地
蔵
さ
ｂ
物
語

む
か
し
花
館
村

（現
大
仙
市

花
館
）
の
中
野
部
落
の
人
た
ち

は
、
伊
豆
山
の
す
そ
野
や
雄
物

川
、
玉
川
周
辺

の
草
刈
場

で
、

馬
に
食
わ
せ
る
草
刈
を
し
た
。

馬
は
大
き
い
の
で
た
く
さ
ん

草
を
食
う
。
そ
の
た
め
に
、
青

草
だ
け
で
な
く
、
冬
に
も
食
わ

せ
る
分
も
干
し
て
蓄
え
て
お
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
大
量
の
草
が
必
要
に

な
る
。
み
ん
な
は
夢
中
に
な

っ

て

一
生
懸
命
草
を
刈

っ
た
。

草
は
草
刈
鎌
で
刈
る
。
刈

っ

て
い
る
う
ち
に
鎌
の
刃
が
減

っ

て
切
れ
な
く
な
る
。

そ
こ
で
鎌
を
砥
石
（と
い
し
）

で
研

（と
）
ぐ
の
だ
が
、
こ
れ

が
大
変
。
「
泣
く
ほ
ど
研

い
で
、

笑
う
ほ
ど
刈
れ
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
ほ
ど
念
入
り
に
研
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
夕
方
に
な
り
、
「
今
日

の
草
刈
は
こ
れ
ま
で
」
と
作
業

を
止
め
、
疲
れ
き

つ
た
か
ら
だ

に
む
ち
打

っ
て
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

声
を
か
け
あ
い
な
が
ら
人
も
馬

も
集
ま

っ
た
が
、
ど
う
し
た
こ

と
か
馬
が

一
頭
い
な
い
。

―-24-―
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「
あ

っ
、
○
△
家

（え
）
の

馬
こ
だ
。
ど
ご
さ
え

っ
た
べ
」

み
ん
な
は
驚
き
、
大
騒
ぎ
を

し
な
が
ら
四
方
八
方
探
し
て
み

た
が
見
当
た
ら
な
い
。

日
は
も
う
暮
れ
か
け
て
い
る
。

仕
方
な
く
明
日
の
朝
早
く
探
し

に
来
る
こ
と
に
し
て
、
沢
の
草

む
ら
に
倒
れ
て
い
た
地
蔵
さ
ん

を
起
こ
し
、
み
ん
な
で
き
れ
い

に
洗

っ
た
あ
と
、

い
な
く
な

っ

た
馬
の
手
綱
を
地
蔵
さ
ん
の
首

に
か
け
、

「
明
日
の
朝
早
く
馬
を
探
し

に
く
る
か
ら
な
。
こ
の
手
綱
あ

ず
か

つ
て
け
れ
。
も
し
馬
が
見

つ
か

つ
た
ら
地
蔵
さ
ん
に
立
派

な
お
堂
を
建
て
て
や
る
か
ら
な
、

た
の
む
じ
ゃ
」
と
言

い
、
手
を

合
わ
せ
拝
ん
で
帰

っ
た
。

次
の
日
、
ま
だ
暗

い
う
ち
に

部
落
の
人
総
出
で
馬
を
探
し
に

出
か
け
た
。
大
急
ぎ
で
地
蔵
さ

ん
の
所
に
か
け
寄

っ
て
み
る
と
、

驚

い
た
こ
と
に
、
昨
日
あ
れ
ほ

ど
探
し
て
も
見

つ
か
ら
な
か

っ

た
馬
が
、
な
ん
と
、
地
蔵
さ
ん

の
前
で
お
と
な
し
く
、
あ
た
か

も
人
々
の
来
る
の
を
待

っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
立

っ
て
い
る
で

は
な
い
か
。

み
ん
な
大

い
に
驚
き
、
喜
び
、

日
々
に
大
歓
声
を
あ
げ
、

「
馬
が
見

つ
か

っ
た

の
は
地

蔵

さ

ん

の
お
か
げ

だ
」「

ん
だ
、
地
蔵
さ

ん
が
馬
を
呼

ん

で

く
れ
た
ん
だ
」

「
あ
り
が
た

い
こ

と

だ
。

あ

り

が

た

い
こ
と
だ
」

そ
し
て
約
束
ど

お
り
、

み
ん
な

で
立
派
な

お
堂
を
、
沢

の
上

の
高

い
所

に
建

て
、

地
蔵
さ
ん
を
安
置
し
、
大
切
に

お
守
り
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
地
蔵
さ
ん
が
長
沢
神
社

の
地
蔵
さ
ん
で
、
今
も
中
野
部

落
の
人
た
ち
が
講
中
と
な

っ
て

守
り
続
け
て
い
る
。

八
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日

に
は
、
毎
年
、
盛
大
に
祭
典
を

執
り
行

っ
て
い
ま
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一艤

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

約
案
ど
う
り
、

み
ん
な
で
菫
糠
な
お
堂
を

波
の
上
の
轟
諄
難
に
建
て
、

地
議
さ
ん
を
賓
置
し

爽
場
Ｌ
お
守
り
す
る
こ
と
に
し
た
。

編 集 後 言己
あ
り
ま
し
た
。
大
震
災
以
来
、
家
族
や
仲
間

の
絆
の
大
切
さ
が
改
め
て
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
困

っ
た
と
き
、
力
に
な
る
の
は
人
と

人
と
の
関
り
で
あ
り
、
人
間
同
士
の
温
か
い

心

の
触
れ
合

い
で
す
。

▼

「
大
曲

の
花
火
」

に
大
仙
市
は
被
災
し
た
人
々
を
招

い
て
激
励

し
た
と
聞
き
ま
す
。
困

っ
た
と
き
こ
そ
人
の

情
け
が
身
に
泌
み
る
も
の
。
心
温
ま
る
市
の

行
為
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
釜
）

▼
師
走
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の

紅
葉
は
遅
れ
気
味
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
気
が
つ
く
と
大
分
葉

を
散
ら
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
を
初
め
い
ろ
い
ろ
な
災
害
の

発
生
を
見
た
こ
の

一
年
で
し
た
が

季
節
は
着
実
に
巡

っ
て
い
ま
す
。

▼
夏
に
開
催
さ
れ
た
首
都
圏
大
曲

会
総
会
に
は
久
し
ぶ
り
に
百
五
十

名
を
越
す
元
気
な
仲
間
の
参
加
が

―-25-―
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菊
を
た
む
け
て

朱
華

軽
井
沢
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
秋
の
空

栗
ご
飯
お
か
は
り
し
て
い
る
母
の
味

新
聞
に
大
き
く
色
づ
く
ナ
ナ
カ
マ
ド

足
止
め
し
癒
し
の
香
り
金
木
犀

本
門
寺
菊
を
た
む
け
て
七
回
忌

行
き
そ
び
れ
地
面
に
散
ら
ば
る
紅
葉
狩

文
化
の
日
墓
前
で
歌
う
千
の
風

朱
華
は
、

大
友
律
子
さ
ん

（首
都
圏
大
山
会
副
会
長
）
の
俳
号

「東
京
海
峡
」
を
作
詞
し
た

藤
　
重
　
光
さ
ん

（黒
皮
　
羽
生
）

―
　
「東
京
海
峡
」
は
な
か
な
か
評
判
の
作
品
で
す

ね
。

黒
皮
　
お
蔭
さ
ま

で
平
成

１４
年

に
、
「
日

本
詩
人
連
盟
賞
」
を
頂
き
ま
し
た
。

―
　
作
詞
し
た
背
景
な
ど
を
・
・

黒
皮
　
東
京
湾
に
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ

ツ
ジ

が
出
来
た
こ
ろ
の
作

で
す
。
当
時
日
本
経

済
は
好
調
で
、
大
都
会
東
京
は
、

夢
や
希
望
、
そ
し
て
憧
れ
が
入
り

交
じ

っ
て
、
そ
れ
は
賑
や
か
で
華

や
か
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
異
に

は
、
失
敗
や
失
望
、
失
恋
や
挫
折

な
ど
、
哀
し
い
物
語
も
沢
山
潜
ん

で
い
た
の
で
す
。

そ
ん
な
現
実
の
中
で
も
若
者
た

ち
は
、
夢
を
語
り
将
来
を
語
り
、

そ
し
て
愛
を
語
る
の
で
す
が
、
時

に
は
失
望
の
波
に
呑
み
込
ま
れ
る

こ
と
も
多
か

っ
た
の
で
す
。
し
か

し
そ
れ
で
も
、
未
来
に
夢
を
託
し

な
が
ら
旅
を
続
け
ま
し
た
。
そ
れ

が
偽
り
の
な
い
人
生
と
い
う
も
の

で
、
そ
の
只
管
さ
、
純
粋
な
心
を

失
う
こ
と
な
く
頑
張

っ
て
行
こ
う
と
い
う

気
持
ち
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
大
切
に
温
め

な
が
ら
作
詞
し
た
も
の
で
す
。

―
　
人
生
で
順
風
満
帆
に
な
ん
て
、
そ
う
そ
う
巡
り

あ
え
る
も
の
じ
ゃ
な
い

。
・

黒
皮
　
旅
を
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
今

よ
り
少
し
で
も
幸
せ
に
な
ろ
う
と
い
う
こ

と
。
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
己

に
と

っ
て
の
願
望
で
あ
り
、
結
果
的
に
は

平
穏
な
世
界
に
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
願
い
は
家
族
、
友
人
、
故
郷
、
今
住
ん

で
い
る
町
、
国
、
世
界

へ
連
綿
と
続

い
て

い
る
の
で
す
。

―
　
作
曲
の
自
川
雄
三
さ
ん
と
い
う
方
は
？

黒
皮
　
も
と
も
と
は
住
友
商
事
に
勤
務
す

る
商
社

マ
ン
で
し
た
。
在
職
中
は
石
油
を

求
め
て
世
界
６０
数
か
国
を
回

っ
た
と
い
う

人
で
す
。
定
年
退
職
後
、
街
の
音
楽
教
室

で
ピ
ア
ノ
を
習
い
、
作
曲
も
手
が
け
て
昨

年
、
「
月
よ
あ
ん
た
も
寂
し
い
の
」
で
藤

田
ま
さ
と
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
、

全
国
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
「東
京
海
峡
」

は
５
～
６
回
手
を
入
れ
た
そ
う
で
す
が
、

４
～
５
年
程
か
か
り
ま
し
た
。

―
　
こ
れ
か
ら
の
構
想
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

し黒
皮
　
人
間
は
誰
も
が
詩
人
の
セ
ン
ス
、

詩
人
の
オ
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
他
人
の
気
持
ち

が
わ
か
り
、
そ
れ
を
読
む
人
の
心
が
わ
か

り
、
ノ
ッ
ク
し
て
働
き
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
詩
を
書

い
て
い
き
た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

京

海

映

作
詞
　
　
里
　̈
皮
　
羽

作
曲
　
　
白
　
川
　
雄

夢
を
失
く
し
た
　
男
が
ひ
と
り

夢
を
追

い
か
け
　
女
が
ひ
と
り

ふ
た
り
を

つ
な
い
だ
　
虹
の
橋

出
船
入
船
　
ゆ
り
か
も
め

霧
の
お
台
場
　
一俣
を
捨
て
て

別
れ
と
出
会
い
の
　
東
京
海
峡

愛
を
忘
れ
た
　
男
が
ひ
と
り

恋
を
無
く
し
た
　
女
が
ひ
と
り

ふ
た
り
を
結
ん
だ
　
海
ほ
た
る

愛
と
恋
と
が
　
か
く
れ
ん
ぼ

日
の
出
日
の
入
り
　
紅
そ
め
て

さ
ざ
波
寄
り
添
う
　
東
京
海
峡

過
去
を
引
き
ず
る
　
男
が
ひ
と
り

未
来

（あ
す
）
を
探
し
て
　
女
が
ひ
と
り

ふ
た
り
が
拾

っ
た
　
似
た
運
命

浮
世
舞
台
は
　
ゆ
め
み
な
と

お
ま
え
あ
な
た
の
　
小
さ
な
櫂
で

漕
ぎ
出
す
幸
せ
　
東
京
海
峡

作
詞
し
た
黒
皮
羽
生
は
、
首
都
圏
大
曲
会

幹
事
で
東
京
水
産
工
業
株
式
会
社
会
長
の

佐
藤
重
光
さ
ん
。
「東
京
海
峡
」
は
、
第

一

興
商

（Ｄ
Ａ
Ｍ
）
番
号
二
七
九
八
‐
人
四
、

有
線
放
送
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。

三 生

佐藤重光さん
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カメラ紀行

静寂の季節

撮
影

一
旅
人

．

斉
　
藤
　
貞

左
右
の
流
れ
を
集
め
て
は
水
煙
と
と
も
に

滝
つ
ぼ
へ
吸
い
込
ま
れ
る

一
雪

の
季
節
を
迎
え

る
前

の
、
川
床
を
引
き
裂

に
流
れ
下
る
片
品
川

の
清
流
は
、　
一
層
勢

い
を

東
洋

の
ナ
イ

ア
ガ
ラ
と
も
言
わ
れ
る

「
吹
割

の

〓
〓
すヽ
る
．．
一局
さ
´
‥
メ
ヽ
‘
ト
ル
、
一嗜
”
メ
　
ｋ

′́

一」一
一一い
一一］
・（
・ノ
十ヤヽ
一一言
一卜一
４７一一十́
一　一　一
ン″
・二一〓〕ン一ヽ　・”に　、　　一　〓
一〓
下
γ́・

講
れ
る
菱
光
署
は
多

．ヽ
‥　
下
≡
も
ヽ
〓

。こ
モ

ー

光

の
北
関
東
の
し
じ
ま
を
■
メ
ラ
に
収
め
た

1吹1害Iの1滝―を1行く
片品の清流が勢いをつける

家族連れの観光客が賑やかにあいさつ交わして橋を渡つて

いけば、そこには少しの紅葉と秋の陽だまりが残つて _‐ t

冬|を迎える高原の湖沼は静まりかえつている
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